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局線発着信、中継線発着信、内線相互の接続ができます。
提案設備

サービス内容
サービス名

 基本接続
内線毎にクラスを設け、局線に対する発信・着信をきめ細かく規制できま
す。

内線、中継線からの呼出信号と局線からの呼出信号の断続を変えてベルを
鳴らすことにより、被呼者は予め着信呼の識別ができます。

内線発着信、中継線発着信、局線発着信の２者通話中にフッキング＋相手
内線番号をダイヤルすることにより、通話中の呼を保留し、転送することが
できます。

内線電話機が長時間無効オフフックを継続した場合、自動的に本体の帯域
内のハウラ音を送出し警告します。

内線相互接続で被呼内線が話中の場合、第二発信音が返送されます。そ
こで、任意の１数字をダイヤルすると、末尾１数字が置き換わり当該内線を
呼び出せます。

内線相互接続で被呼内線が話中時、発呼内線がキャンプオン登録すると、
相手内線が空状態になり次第発呼内線に呼出音が送出され、受話器をとる
と被呼者に呼出音が送出され相手応答で通話できます。

内線相互通話中の内線に発信時、特番をダイヤルすることにより、通話中
の内線に割込音を送出することができます。なおかつ、被呼内線のフッキン
グで従来の通話中の相手と発呼者とを分割通話できます。

呼出信号区別

リセットシフトコール

内線相互キャンプオン

コールウェイティング

可変不在転送

内線代表
（パイロット方式）

保留転送

内線代表
（サーキュラー方式）

内線代表
（着信呼種別）

自動ハウラ

ラインロックアウト

夜間クラス切替

中継線固定短縮ダイヤル

局線固定短縮ダイヤル 内線から局線へ発信する場合に、短縮ダイヤル発信特番及び短縮番号を
ダイヤルすると、短縮番号は予め登録された局線加入者番号に変換されて
局線に送出されます。

内線から中継線へ発信する場合に、短縮ダイヤル発信特番及び短縮番号
をダイヤルすると、短縮番号は予め登録された中継線加入者番号に変換さ
れて中継線に送出されます。

固定短縮ダイヤルとは別に各内線が個別に局線短縮ダイヤル番号を持ち、
内線から自由に登録、変更、実行することができます。

局線可変短縮ダイヤル

グループ可変短縮ダイヤ
ル

　　　サービス機能一覧

 ラインクラス

夜間切替操作（中継台等の夜間切替ボタン又はクラス切替ボタンの操作）
により、内線毎に昼間と夜間の局線接続規制クラスを変え、局線への発信
規制を一層きめ細かく行うことができます。

複数の内線をグループとし、そのグループ単位で可変短縮ダイヤルの機能
を利用できます。

被呼内線話中時、グループ内のパイロット番号（代表番号）に着信した場合
のみグループ内で空き内線を探します。全内線話中の場合に発呼者に話
中音を送出します。

送受話器はずしや線路障害に際し、ハウラ音を送出してもその状態が継続
した場合、内線に話中音を送出しロックアウト状態とします。この際、受話器
を元に戻すことによりロックアウト状態は自動的に解除されます。

被呼内線話中時、グループ内のどの内線番号をダイヤルしても、グループ
内に空き内線があれば、サーキュラー状の順位に従って自動的に探して呼
び出します。

内線グループで、局線、中継線、内線等の着信の種別によって、内線代表
を実行するかしないかをグループ毎に設定することができます。

全ての着信呼を、あらかじめ指定した内線に自動的に転送することができま
す。転送先の指定は自電話機から行えます。
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各電話会社の中から市外電話の際、最も通話料金の安い回線を自動的に
選択、あるいは回線を指定してかけることができます。

重大障害発生により、自動再開を行っても正常な交換動作が再開できない
場合、ならびに主電源障害時は、自動的に局線を特定内線に切り替えま
す。

簡易保留

保守閉塞・解除

 NCC網アクセス基本サー
ビス

障害発生時、保守者の判断により非常切替電鍵を操作して局線を特定内
線に切り替えることができます。

障害時自動切替

 障害時手動切替

応答遅延転送

ピックアップ

内線アッドオン

中継線発着信接続

保守コンソールからのコマンド入力により、指定されたトランクなどの閉塞及
び解除が行えます。

着信に対して約３０秒間応答しなかった場合、あらかじめ指定した内線に転
送できます。転送先内線の指定、解除は内線からのダイヤル操作で行うこ
とができます。

複数の内線でピックアップグループを構成し、グループ内の内線に着信が
あった場合、グループ内の他の内線から応答することができます。

２者通話中（内線）に他の１者（内線）を加えて３者通話ができます。

中継線への発信は、中継線発信番号＋相手内線番号をダイヤルすること
により接続されます。着信は、相手交換機より起動されると、内線番号を受
信して該当内線へ接続します。

内線発着信、中継線発着信、局線発着信の２者通話中にフッキングするこ
とにより、通話中の呼を保留し、再度のフッキングにより、元の通話状態へ
戻ることができます。


